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ホ

へ

長
れ

な
&
 

0 

rジ

ス
ト

力
ダ

.

.

.

.

. 

,

ツ
1
.
^
.
のづ⑩
0
學j
に
於
け
る
、チ
レ
ス
.セ
ユI
ズ
.の
時
代
に
生
存
せるMoerocles

に
脚
す
る
 ̂

語
中
に
は
之
れ
を
以
て
恰
好
め

7P 

0
ど
：看
做
し
や
.
： ̂

(Rhet. III. IO;,GECOn. II. 
,
4 

に
.,,， 

觀
を
に一

S

 
二
分
万
®
:
;

i..
割は；
雜典

^

於
，
け

る

最

も

曹

通

の

，
利
.

報
な
ね
し
が
如
し( 

而
..も
E
.に
，Iお
步
：の.禾
.
.
.
子
.を
.
•支损
.，.
.へ，，る
例
.も
：亦
た
.
.乏
し
か
ら
.す
，。

V

大
使
，，.す
し
て
波
.
.
Wに

& 

ら
れ
力
る
、海
名
な
るPyrikmpes

の
子demus

は
同
，國
王
ょ
.
.

g

义
値
せ
る
：金
坏
を
タ
ス
ト
ス 

ア
ム
：1Vr

に
質
物
と
：し
て
十
六
ミ
ナ
を
借.入
れ
、而
し
て
短
期
內
に

一

一
十
ミ
ナ
を
以
て
請
！

可
き
中
込
を
厲

^
.
,5
, {L:^ia^,:pro A

r
i
s
t
o
p
F

 bonis.pv -

を0

 sqq,)o 
.
ツ
ク
ラ
チ

ー
ズ
學
派
の
哲
學
‘者 

f
e
s
c
H
n
e
s

は
膏
藥
製
造

‘
所
を
設
立
ず
る
の
目
的
を
以
て
、

三

ド
ラ
ッ
ク
メ

(

三
割
六
分

)

の
K
,利
を
支 

挪
ひ
て
：

一

銀
行
家

‘ょ
.
リ
借
金
を
：群
せ
る
，が
爲
め
に
描
失
を
蒙

.た
、九

•
オ

ボ

ク

ラ

ス

を

以

て

：̂

の 

人
よ
ム
同

一

額
を
得
る
に

至

ク

で
漸
く
之
れ
を
免
れ

.
た
&
 (Lys. 

F
r
a
g
m
,

 

p. 

4.)。

.
雞
典
以
外
の

希
.職
；詣
邦
じ
於
て
も
判
率
は
同

i

の
體
：機
を
：以
す
：調
艘
せ
ら
れ
ね

‘，.み
。

.飢
慨
の

®

来
を
受
け
、
 

货
幣
の
映
乏
を
來
し
れ
る

Clazomense 

.の

人
民
は
五
分
の

一

の
利
率

{H6K0

ハ

i 7lhzsfJ-7:T3
に
對
す 

る
ニ
十
タ

~

ン

ト

時

務

の

别

子

と

し

V

其
の
傭
兵
隊
の
指
揮
宜
に

I

ケ
-年

s

> 
^
ン
ト
を 

支

#

へ
A (pseudo-Airlstoteles/CEcon. 

II. 

xvii.)。
B
O
S
D
h
o
r
u
s

海
峡
地
方
に
於
け
る
抵
當
货
務
の
利 

率
k

往 

> 
に
し
て
六
分
の
：ラ
言
秀
、i

に
上
..と
斯
，く
て
デ
チ
ス
セ
ユ

1

H

の
言
へ
る
が
如 

<
、：p

h
o
r
m
i
s

は
伴>CN 
,て

j

割
六
分
三

 

一
ぽ
二
十
シ

一，，
力
ス
？ス
ク
タ

I 

ル
ニ
ス
タ
タ

I

ル(

6S

#)

は

5v

ッ
チ
力
：の

r
j

十
入
；ド
ラ
ッ
ク
メ
じ
相
當
す

)

に
對
し
五
百
六
十
ド
ラ
ッ 

ク
メ
を
支
拂
へ
り

'
 
ざ
做
せ
ね

{In P
h
o
r
m
, 

P, 

9
I4
V
I
O
*)。

B
c
e
o
t
i
a

な
る

orohor
n
e
n
l
l
s

に
於
て
は
，利 

子
は
：1

ケ
月
數
ド
ラ
ッ
ク
メ
な
る
こ
ビ
あ
：

b
、而
し
て

c
o
r
c
y
r
a

島：

の

！

亦
舉
中
に
は

！

ケ

一
 

ド 

ラックメ
 (

ニ 

W
四
分

)

以4
5

若
し
ぐ
は
以
下
の
利
率
を
以
て
貸
出
す
可
ら
ざ
る

‘こ

を

.命
じ

4̂

 

'P

‘古
希
職
の
銀
行

家

は

：；打
ま
を
以
て
雨
替
を
行
、ふ
を
以
て
⑩
の
ぜ
業

ギ

爲
せ
る
も
の
に
あ
ら 

す(Isocrates, 

Trapez. 

2
1
. 

Demosth. 

de 

fals. 

Leg. 

376. 

2
. 

4
n

 PolycL 

p
‘ 12

1
6. 

Is. 

poll. 

1
1
1.

8
4
,

0
.
:
 I7Q)、

彼
れ
等
は
時
に
自
己

0

資
本
；を
货
时
く
る
こ
ビ
な
，る

 ̂

.
非
ざ

6
.し
も
、而
も
其
め
業

，
然4*

五

卷

〈

ニニ11

九〕

赌

眺

翁

腦

11

於
け
る
货
僻
及
、ぴ
利
子
學
說
， 

鎮
三
號
'
 

ニ
九

# 1



t
p
L
f
r
t 

«
.
r

.
1 

lll.r 

, 

- 

■ 

_ 

-

. 

h

.

t

j
 

.
-
二
こ

 

f
‘

-JIT I

-1-I---

■
こ

-i
llll 

二-

lllf

 I.JTI-J 

Ili
-lr
u
H
i
-
i
lrnrTrl;-

第
す
五
海

C

H
四
2

;

脸

.

耽
希
職
に
於
け
る
货
被
及
び
.利
を學就 

s

i
 

H
o 

務

の
主
要
な
る

部

分

は

自

己

の
資
産
を
蓮

用

ず

るN
T

ご

を

欲
..せ

ざ

る

も

の

よ

ネ
R

,率

の
利
子 

を

以

借

入

れ

た
る
資

金
よ
/CV

成

れ
.

◊ (D
e
m

o
s
th

. 

p
ro

 

p
h
o
rm

. 

p
. 

9
4
8
. 

s
u
p
‘)

o

ぉ
れ

等

は

"
役 

に

素
®
,

賤

し

き

者
.じ

し

て
"奴

鎌

の

，身

分

を

腿
.

.
J

て

自

由

民
と

，

爲れる教、
異邦しぐは市
 

民

の

資

格

，を

許

與

せ

ら

れ

ざ

る

人

々

，よ

-0
*

成
れ
る
に
拘
ら
す
、彼
れ
等
は
上
流
の
家

§
3  

,
c
の
述 

.
結
よ

0

も
寧
ろ
货
殖
營
お
を
企

圓

す
る
こ
と
多
か

-
C
V

し
な

6
. (D

e
m

o
s
th

, 

p
ro

 

P
h
o
rm

, -
p. 

g
5
3
,)、

然 

れ
ど
も

彼
，
れ
等
は
教
職

牵
土

，：を
通

b

屈
稍
の
家
族
の
，，間
に
大
信
照
を
有
す
る
に
至
ら

®
 
く

て 

.又
' 力

^
の
業

務

の
上
に
於
て
效
に
援
助
せ
ら
れ
力

- (cf, 

D
e
m

o
s
th

. 

p
ro

. 

F
h
o
rrc

i 

p
. 

9
5
3
, 

I
. 'm.pQlycl. 

p. 

1224, 

3
.)。

彼
れ

等
は

#
.に
；
其
の
職
業
，
に
：依

-
c
v
V

確

實

看
做

さ

れ
力
る
の 

み
な
ら
す
彼
ギ
等
プ
の
事
務
は
立
會
人
‘な
く
し
て
處
理

せ
ら

れ
、而
レ
て
宛
も
現
今
裁
判
所
に 

於

て
行
は
，る 

>
が

如

ズ

ぜ

ず

及
び

債
務

契
，的
,
は

彼
れ

等
に
供
託
せ
ら
れ
、契
約
は

又

力
其
の 

面
‘前
に

-於
て
歸
，結
：若

し

く

は

解

除

せ

ら

る
：.、
；

が
如
‘き
信
用
，

^

赋
與
せ
ら
る

V

の
而
目
を

す
ら 

ま

持
せ
る
 h

 

义

Is
o
c
ra

t, 

T
ra

p
e
z
it,

シ
；D

e
m

o
s
th

. 

in 

c
a
m
p
.

 
p. 

f
2

4
3
. 

8
. 

in

 

Dionysod. 
V 1

287
, 

2
0
.

)

o 

彼 

れ
：等

か

業

務

の

重

要

a

i
し：
こ
と
，は

P
a

s
io

ii

の
銀
富

に
よ
.
>
9て
晴
明
せ
ら

る

.

可

ぐ
、其

Q

银

：
T 

は
.キ
す

j

百
ミ
ナ
の
純
利
潤
を
生
じ
ぬ
り

{
D

e
m

o
s
th

. pro 

p
h
o
rm

. 
p. 

946. 

2
5
,)。

然

1
ど
も
-̂れ

i v -

等
の
，破

線

倒

産

の

揚

合

亦

-
?存̂
せ
ざ
る
に
菲
す

I
D
e
m
.

 J^ro-phorm. 

P, 

9
5
9

•
マトStephan. 

I. 

1
1
2
0
:
2
0

 sqq*' 

s
p
i
s 

ad,;Demosth. 

Bi 

Timocrat.)。

.
'彼
れ
等
が

'高
率
の
利
チ
を
徵
し
力

‘る

こ

"
も
，

，亦

た

之

れ

を

説

く

の

要

始

ん

ど

ゆ

か

る可
.：

L
、彼
れ
等
が
貨
物
の
預
託

.，に
對
す
る
貸
付
は
.他
の
.
 

牆
左
*
を
俟
力
ず
し
て
率
く

‘之
れ
を
瞪
明
す
る
に
足
る
な
レ

(
D

ぎosth. 

in NICOStrat. 

p. 

1249. 

s
r

*

典
の

.銀
行
家
は

‘

111.

割
六
分
の
お
子
を

.収
得
し
力
る
が
、此
の
如
き
利
率
は
冒
臉
愤

.激
の
/場
合

.

. 

.
 

.
 

■
 

I
 

.
 

: 

.

.

. 

•

を
除
き
て

.は
始
ん
ど
ま
：哮な
る
人
民
，の問
に
之
れ
る
こ
ご
な
か
々
し
な
：ね

{前
揚

Baeckh, 

pp. 

169-17。
.)。 

レ 

.:

.貧
民
の
聪
填
し
く
'は年
少
蒋
の
放
縱

に，
乖
じ
て
利
潤
を
收
む
る
小
金
貸

I

ざ
§
r

ぎ
1
,tocu- 

IHĈ
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